
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

                

 

春
期
修
学
旅
行 

 

1900

［
明
治
33
］
年
９
月
発
行
の
『
進
修
第
２

号
』( ｢

雑
報｣

)

に
よ
れ
ば
、

1899

［
明
治
32
、
十

干
十
二
支(

六
十
干
支)

で
は
己
亥(

つ
ち
の
と

い)

］
年
の
春
期
修
学
旅
行
は
、
次
の
行
程
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。(

…
徒
歩 

＝
＝
鉄
道) 

○
１
年
生(

中
３
回)

・
２
年
生(

中
２
回) 

５
月
25
日 

 

本
校(

新
治
郡
役
所)

…
真
鍋
…
藤
沢
・
藤
房

公
遺
跡
…
高
岡
・
法
雲
寺
…
小
田
…
北
条
（
昼

食
）
…
臼
井
…
白
滝
…
男
女
川
…
御
幸
ヶ
原
…

男
体
山
…
女
体
山
…
弁
慶
七
戻
り
…
筑
波 

［
３
年
生
が
合
流
］ 

(

泊)

大
越
楼 

５
月
26
日 

 
大
越
楼
…
君
島
…
大
曽
根
…
一
の
矢
・
八
坂

神
社
…
本
校 

○
３
年
生(
中
１
回) 

５
月
24
日 

 

本
校
…
恋
瀬
川
…
石
岡
・
国
分
寺
跡
…
岩
間

…
佐
白
山
…
笠
間 

(
泊)
井
筒
楼 

５
月
25
日 

 

井
筒
楼
…
笠
間
駅
＝
＝
岩
瀬
駅
…
雨
引
山

…
加
波
山
…
葦
穂
山(

足
尾
山
の
古
名)

…
筑

波 

［
１
・
２
年
生
に
合
流
］ 

(
泊) 

５
月
26
日 

  

１
・
２
年
生
と
同
行
程 

 

「
筑
波
紀
行
」
二
乙 

山
口
鼎
太
郎 

 一 

旅
行
前
夜 

 ｢

夫
レ
、
智
者
ハ
水
ヲ
好
ミ
、
仁
者
ハ
山
ヲ

好
ム
(注1)
、
ト
。
余
ヤ
、
浅
学
短
才
ノ
一
寒
生
【
か

ん
せ
い 

貧
し
い
学
生
・
生
徒
。
ま
た
、
自
分
の
謙

称
】
ト
雖
モ
、
亦
峻
嶺
【
し
ゅ
ん
れ
い 

険
し
く

高
い
峰
】
碧
水
【
へ
き
す
い 

濃
い
青
色
に
澄
ん
だ

水
】
ヲ
跋
渉
【
ば
っ
し
ょ
う 

山
を
踏
み
越
え
、
川

を
渡
る
こ
と
】
シ
、
白
雲
ニ
攀
【
よ 

登
攀
】
ヂ
、

明
月
ニ
棹
【
さ
お
さ
】
シ
、
清
風
ニ
高
吟
ス
ル

ヲ
以
テ
、
無
上
ノ
快
楽
ト
ナ
ス
。
翠
岳
【
す
い

が
く 

み
ど
り
の
険
し
い
山
】
ハ
峩
々
【
が
が 

山

や
巌
な
ど
の
険
し
く
聳
え
立
つ
さ
ま
】
ト
シ
テ
志
気

【
し
き 

物
事
を
な
そ
う
と
す
る
意
気
込
み
】
ヲ
高

フ
【
高
ウ
】
シ
、
滄
海
【
そ
う
か
い 

青
海
原
。

大
海
】
ハ
洋
々
ト
シ
テ
文
才
ヲ
養
フ
。
嗚
呼
今

日
今
頃
ノ
春
霞
、
余
、
例
ノ
烟
霞
ノ
癖
【
え
ん

か
の
へ
き 

深
く
山
水
を
愛
し
て
執
着
し
、
旅
を
好

む
習
癖
。
烟
霞
の
痼
疾
】
起
コ
リ
、
筑
峯
ニ
旅
寝

ス
ル
ヲ
夢
見
、
花
ヨ

〱
ト
立
チ
モ
ウ
ク
【
憂

ク
】
、
座
ス
ル
モ
ツ
ラ
ク
【
辛
ク
】
ナ
リ
ツ
レ

【
ヌ
レ
】
ド
、
塵
務
【
じ
ん
む 

俗
界
の
煩
雑
な

事
務
】
忙
【
せ
】
ハ
シ
キ
学
海
ノ
一
漁
夫
、
未

ダ
好
機
会
ヲ
得
ズ
。
常
ニ
以
テ
遺
憾
ト
ナ
ス
。

折
コ
ソ
ヨ
ケ
レ
己
亥
年
皐
月
【
さ
つ
き 

陰
暦

５
月
の
異
称
】、
巍
峩
【
ぎ
が 

山
な
ど
が
高
く

聳
え
る
さ
ま
】
タ
ル
筑
峯
ノ
南
、
瀲
灔
【
れ
ん

え
ん 

水
の
満
ち
溢
れ
る
さ
ま
】
タ
ル
霞
湖
【
霞

ヶ
浦
】
ノ
西
ナ
ル
我
校
ハ
、
今
ヤ
駘
蕩
【
た
い

と
う 

の
ど
か
な
さ
ま
】
タ
ル
春
風
ニ
誘
ハ
レ
テ
、

其
処
ニ
足
ヲ
運
バ
ン
ト
ス
。
欣
喜
【
き
ん
き 

大

喜
び
す
る
こ
と
。
欣
喜
雀
躍
】
何
ゾ
之
ニ
加
ヘ
ン
。

此
夜
満
腔
【
ま
ん
こ
う 

満
身
】
ノ
喜
ヲ
堪
【
た 

状
態
を
保
ち
続
け
る
。
も
ち
こ
た
え
る
】
ヘ
テ
床
ニ

入
リ
ヌ
。」 

 
(注1)

智
者
ハ
水
ヲ
好
ミ
、
仁
者
ハ
山
ヲ
好
ム 

 

出
典
は
、
『論
語
』｢

雍
也
第
六
23｣

。 

「
子
、
曰
わ
く
、
知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山

を
楽
し
む
。
知
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
。
知

者
は
楽
し
み
、
仁
者
は
寿(

い
の
ち
な
が)

し
。
と
」 

二 

筑
波
へ 

｢

廿
五
日
夙
ニ
【
つ
と
に 
朝
早
く
】
起
キ
テ
、

柴
戸
ヲ
開
ケ
バ
、
日
頃
ノ
微
雨
新
ニ
霽
レ
【
は

れ 

晴
れ
】
テ
、
春
光
麗
【
う
ら
ら
】
カ
ニ
、
庭

前
ノ
樹
木
ナ
ホ
夕
ベ
【
昨
夜
】
ノ
雫
ヲ
葉
末
ニ

珠
造
リ
、
一
陣
ノ
東
風
徐
【
お
も
む
】
ロ
ニ
来

テ
紅
顔
ヲ
払
フ
。
已
ニ
シ
テ
倉
皇
【
そ
う
こ
う 

急
ぐ
さ
ま
】
旅
装
ヲ
調
へ
、
七
寸
ノ
草
鞋
脚
絆
、

イ
デ
ヤ
二
日
ノ
清
遊
。
能
ク
千
里
ノ
春
風
ヲ
蹂

躙
【
じ
ゅ
う
り
ん 

踏
み
付
け
る
こ
と
】
シ
ク
レ

ン
モ
ノ
ト
、
想
ハ
既
ニ
【
筑
】
波
山
ニ
馳
ス
。

乃
チ
登
校
ス
レ
バ
、
衆
生
【
し
ゅ
う
せ
い 

多
く

の
人
々
。
こ
こ
で
は
、
生
徒
】
已
ニ
会
シ
、
一
痕

【
い
っ
こ
ん 

一
つ
の
形
を
留
め
て
い
る
も
の
。
月

な
ど
に
言
う
】
ノ
淡
月
ナ
ホ
西
山
ニ
ア
リ
。
嚠

喨
【
り
ゅ
う
り
ょ
う 

楽
器
の
音
な
ど
が
冴
え
渡
っ

て
い
る
さ
ま
】
タ
ル
喇
叭
【
ラ
ッ
パ
】
ノ
一
声
ト

共
ニ
、
隊
伍
整
然
歩
調
粛
々
【
し
ゅ
く
し
ゅ
く 

厳
か
な
さ
ま
】
、
校
門
ヲ
出
デ
、
道
ヲ
陸
前
浜
街

道
（注２）

ニ
取
リ
テ
、
西
折
シ
（注３）

行
ク
ヿ
【
こ
と 

準

仮
名
】
里
許
【
ば
か
り
】
ニ
シ
テ
小
詞
【｢

祠｣

の
誤
り
】
ア
リ
。
万
里
小
路
藤
原
藤
房
【
ま
で

の
こ
う
じ
ふ
じ
わ
ら
ふ
じ
ふ
さ
】
公
（注４）

ヲ
祀
レ
ル

所
タ
リ
。
即
チ
祠
前
ニ
蹲
【
う
ず
く
ま
】
リ
、

一
拝
ス
。
時
ニ
当
年
【
ノ
】
【
そ
の
頃
の 

当
時

の
】
公
ノ
事
ヲ
懐
ヘ
バ
、
誰
カ
熱
涙
ノ
袖
ニ
迸

【
ほ
と
ば
し
】
ル
無
カ
ラ
ン
ヤ
。
今
ヲ
思
ヒ
昔

ヲ
忍
ン
デ
ハ
、
万
感
尽
【
こ
と
ご
と
】
ク
胸
裡

ニ
集
マ
リ
、
頭
ヲ
擡
【
も
た
】
ゲ
テ
沈
思
瞑
目

セ
バ
、
公
ガ
尊
影
髣
髴
【
ほ
う
ふ
つ 

あ
り
あ
り

と
思
い
浮
か
ぶ
さ
ま
】
ト
シ
テ
眼
底
ニ
ア
リ
、
懐

古
ノ
情
禁
ズ
ル
能
ハ
ズ
。 

    

  
 

 

  

第１６７号 
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号 

 

号 

筑波紀行１    
 土浦中学では、開校２年目の 1898［明治 31］年に修学旅行(春

期・秋期)が初めて実施され、翌年の春期のそれでは、１・２年生

は筑波山に挑みました。その旅行記を２年生山口鼎太郎(中２回)

は、「筑波紀行」として残しています。 

 なお、引用文中の旧字体は新字体に改めました。｢筑波紀行｣の見

出し及び句読点は、筆者によるものです。また、【 】は筆者によ

る注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2023（令和５）年５月２３日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

筑波山白滝 
昭和 30年代後半（上） 

大正期（右） 

万
里
小
路
藤
原
藤
房
公
遺
跡
「
髪
塔
塚
」（
土
浦
市
藤
沢
）

藤
原
卿
の
髪
を
埋
め
て
築
い
た
と
さ
れ
る
塚 



  

 

漸
ク
腰
ヲ
上
ゲ
、
恭
シ
ク
再
拝
シ
テ
辞
ス
。

之
ヨ
リ
道
ハ
田
圃
ノ
経
【
径 

小
道
】
間
ヲ
伝

ヒ
、
若
草
ヲ
草
鞋
ニ
踏
ミ
シ
ダ
キ
ツ
ヽ
、
戯
言

【
ざ
れ
ご
と
】
蜂
蝶
ニ
随
ヒ
テ
進
ミ
行
ク
一
行

ノ
身
快
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
歩
々
行
ク
テ
ノ
方
ヲ

見
渡
セ
バ
、
筑
峯
巍
然
【
ぎ
ぜ
ん 

高
く
そ
ば
だ

つ
さ
ま
】
ト
シ
テ
天
外
ニ
聳
エ
、
秀
霊
【｢

秀
麗｣

の
誤
り
】
ノ
気
崇
高
ノ
想
ヲ
現
ハ
シ
、
呼
ベ
バ

将
ニ
答
ヘ
ン
ト
ス
ル
ノ
状
、
恰
【
あ
た
か
】
モ

吾
等
一
行
ヲ
迎
フ
ル
ガ
如
シ
。
歩
ヲ
北
ニ
転
ジ

テ
顧
ミ
レ
バ
、
天
全
ク
明
ケ
テ
一
条
ノ
紅
暾

【
こ
う
と
ん 

｢

暾｣

は
、
日
の
出
の
さ
ま
。
転
じ

て
、
朝
日
】
ハ
早
ク
モ
前
途
ノ
山
頭
ヲ
ナ
デ
、

木
ノ
間
ガ
ク
レ
ノ
人
家
ヨ
リ
、
炊
煙
ノ
上
ル
モ

長
閑
【
の
ど
か
】
ナ
リ
。
暁
風
【
ぎ
ょ
う
ふ
う 

明

け
方
に
吹
く
風
】
一
陣
時
ニ
襲
ヒ
来
レ
バ
、
万

頃
【
ば
ん
け
い 

(
｢

頃｣

は
、
中
国
の
地
積
の
単
位)

土
地
の
広
い
さ
ま
】
ノ
麦
浪
ハ
忽
チ
熟
睡
ノ
中
ヨ

リ
狼
狽
【
ろ
う
ば
い
】
シ
テ
、
金
波
層
々
遠
ク

畳
ミ
【
た
た
み 

繰
り
返
す
こ
と
】
去
リ
畳
ミ
来

リ
テ
、
足
ヲ
撲
ツ
【
う(

撃)

つ
】
白
露
ハ
雨
ヨ

リ
モ
繁
シ
。
サ
テ
モ
爽
快
極
リ
ナ
キ
朝
ボ
ラ

【
朝
ボ
ラ
ケ
】
カ
ナ
。
茶
圃
ハ
青
々
ト
シ
テ
、

陽
炎
【
か
げ
ろ
う
】
頻
リ
ニ
登
リ
、
路
傍
ノ
楊

柳
【
よ
う
り
ゅ
う
（｢

楊｣

は
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
、｢

柳｣

は

シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
）
】
長
ク
糸
ヲ
清
流
ニ
垂
レ
、
葉

上
ニ
ハ
薄
黒
キ
塵
ヲ
積
ミ
、
来
ム
夕
立
ヲ
待
ツ

モ
ノ
ヽ
如
シ
。
緩
歩
【
か
ん
ぽ 

ゆ
っ
く
り
歩
く

こ
と
】
談
歩
足
ニ
任
セ
テ
行
ケ
バ
、
漠
々
【
ば

く
ば
く 

広
大
な
さ
ま
】
タ
ル
錦
繍
【
き
ん
し
ゅ

う
】
ノ
間
、
幼
ト
ナ
ク
老
ト
ナ
ク
皆
凞
々
【
き

き 
｢

凞｣

は
、
喜
び
笑
う
】
雍
々
【
よ
う
よ
う 

和

ら
い
だ
さ
ま
】
ト
シ
テ
、
豊
熟
ノ
歌
ヲ
奏
ス
ル

ハ
、
亦
是
照
代
【
し
ょ
う
だ
い 

｢

昭
代｣

の
誤
り 

昭
代
は
、
よ
く
治
ま
っ
て
い
る
世
。
太
平
の
世
】
ノ

恩
沢
ニ
浴
ス
ル
モ
ノ
、
太
平
ノ
風
ハ
靄
然
【
あ

い
ぜ
ん 

穏
や
か
な
さ
ま
】
ト
シ
テ
村
里
ヲ
繞
【
め

ぐ
】
ル
ヲ
見
ル
。
進
ミ
テ
枩
【
松
】
林
ヲ
越
エ
、

村
落
ヲ
過
ギ
、
田
圃
【
道
】
ヲ
辿
【
た
ど
】
ル
。

田
ノ
面
ヲ
払
ヒ
テ
来
ル
暁
風
除
々
ト
シ
テ
、
早

苗
ノ
葉
末
ニ
一
夜
ノ
宿
ヲ
求
メ
シ
白
露
ヲ
墜

セ
バ
、
心
地
イ
ト
ス
ガ

〱
シ
。
軒
端
ヲ
翔
【
と

び
】
テ
君
ガ
代
ヲ
寿
【
こ
と
ほ
】
グ
村
雀
、
暑

サ
ヲ
呼
ブ
蝉
ノ
声
、
歌
フ
【
歌
ヒ
】
テ
流
ル
ヽ

小
川
、
心
ア
ル
モ
情
ナ
キ
モ
何
レ
目
出
タ
カ
ラ

ヌ
ハ
ア
ラ
ズ
。
嗚
呼
田
舎
ハ
神
之
ヲ
造
リ
、
都

ハ
人
之
ヲ
造
ル
ト
云
ヒ
ケ
ン
く
ー
ぱ
ー
（注５）

ノ

言
、
実
ニ
偽
リ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
已
ニ
シ
テ

小
田
治
久
（注６）

ノ
旧
跡
ナ
ル
小
田
ヲ
過
ギ
、
北
条

ニ
至
リ
テ
昼
餐
ヲ
喫
ス
。
一
椀
ノ
握
飯
、
三
杯

ノ
渋
茶
、
実
ニ
山
海
ノ
珍
味
モ
啻
【
た
だ
】
ナ

ラ
ズ
。｣ 

 

（注２）

陸
前
浜
街
道 

 

現
在
の
国
道
６
号
に
相
当
す
る
街
道
の
う
ち
、
東

京
都
荒
川
区
か
ら
宮
城
県
岩
沼
市
ま
で
の
区
間
に

1872

［
明
治
５
］
年
に
付
け
ら
れ
た
名
称
。
「
陸
前
」
は
、

街
道
の
終
点
と
な
る
岩
沼
が
、
か
つ
て
の｢

陸
前
国｣

に
属
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
現
在
で
は
、
国
道
６

号
の
別
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、

水
戸
藩
で
は
、
水
戸
以
北
を
磐
城
街
道
ま
た
は
岩

城
相
馬
街
道
、
水
戸
以
南
を
水
戸
街
道
と
呼
ん
で

い
た
。
土
浦
で
は
、
銭
亀
橋
を
渡
り
、
市
内
を
曲
折

し
、
真
鍋
宿
か
ら
一
高
前
を
通
り
、
中
貫
宿
へ
抜

け
て
い
た
。 

 

（注３）

西
折
シ 

 

土
浦
市
内
か
ら
、
土
浦
一
高
旧
正
門
前
の
丁
字

路
を
筑
波
方
面
に
西
折
し
て
、
筑
波
山
に
向
か
っ

た
。
現
在
の
歩
道
橋
西
側
に｢

真
鍋
の
道
標｣

が
立
っ

て
い
た(

の
ち
に
、｢

土
浦
市
立
博
物
館｣

に
移
設
さ

れ
た)

。 

道
標
の
建
立
は
1732

［享
保
17
］年
で
、 

｢

右 

ふ
ち
う 

水
戸
道｣(

府
中
、
現
在
の
石
岡
市)

｢

左 

き
よ
た
き 

つ
く
ば
道｣(

清
滝
、
土
浦
市
大

字
小
野
の
坂
東
26
番
札
所
清
滝
観
音) 

と
あ
る
。 

         

（注４）

万
里
小
路
藤
原
藤
房
公 
 

1295

［
永
仁
３
］
年
～
？ 

鎌
倉
～
南
北
朝
時
代
の

公
卿
。
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
。
元
弘
の
乱
に
よ
り
、

天
皇
と
と
も
に
笠
置
山
に
逃
れ
た
が
、
幕
府
に
捕

ら
え
ら
れ
て
常
陸
に
流
さ
れ
、
小
田
治
久
の
藤
沢

城
に
籠
居
し
た
。
建
武
の
新
政
で
復
帰
し
た
が
、

新
政
に
失
望
し
、
1334

［
建
武
元
］
年
に
出
家
、
消
息

を
絶
った
。
時
に
正
二
位
、
中
納
言
。 

 

（注５）

く
ー
ぱ
ー 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・ク
ー
パ
ー(

1731

～
1800)

。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

マ
ン
主
義
の
先
駆
的
な
詩
人
。 

 

（注６）

小
田
治
久 

 

小
田
治
久(

お
だ
は
る
ひ
さ 

1283

～
1352)

は
、
つ
く

ば
市
小
田
の
小
田
城
を
本
拠
と
し
た
小
田
氏
の
第

８
代
当
主
。
1327

［
嘉
暦
２
］
年
、
鎌
倉
幕
府
の
命
を

受
け
、
陸
奥
安
東
氏
の
乱
を
平
定
し
た
が
、
幕
府

が
滅
亡
す
る
と
、
万
里
小
路
藤
房
を
伴
っ
て
上
洛

し
、
建
武
政
府
に
従
った
。
1338

［
延
元
３
・
暦
応
元
］

年
に
は
北
畠
親
房
を
小
田
城
に
迎
え
、
関
東
の
南

軍
の
中
心
と
し
て
戦
っ
た
が
、
1341

［
興
国
２
・
暦
応

４
］
年
に
降
服
。
以
後
、
足
利
方
に
属
し
南
軍
と
戦

った
。 三 

白
滝 

｢

辿
リ
辿
リ
テ
、
身
ハ
図
ラ
ズ
モ
山
麓
ニ
ゾ
着

キ
ヌ
【
ヌ
ル
】
。
之
ヨ
リ
山
ヲ
繞
リ
、
渓
ヲ
渉

レ
バ
、
澗
【
か
ん 
谷
。
谷
川
】
径
尽
ク
ル
所
ニ

飛
泉
ア
リ
。
白
滝
（注７）

ト
云
フ
。
先
ツ
御
山
【
筑

波
山
】
ニ
詣
ヅ
ル
人
々
ハ
、
心
ノ
塵
ヲ
払
ハ
ン

ト
此
ノ
瀑
壺
【
ば
く
こ 

滝
壺
】
ニ
清
ム
。
我

一
行
洗
ヒ
終
リ
、
軈
【
や
が
て
】
側
の
岩
石
ニ

腰
打
チ
掛
ケ
テ
憩
フ
ヿ
暫
時
。
鞺
々
【
と
う
と

う 
｢

鞺｣

は
、
鼓
の
音
】
ト
シ
テ
林
間
ニ
響
キ
、

殷
々
【
い
ん
い
ん 

音
声
の
大
き
く
轟
く
さ
ま
】
ト

シ
テ
恰
モ
雷
声
ノ
如
シ
。
人
ヲ
シ
テ
毛
髪
ヲ
震

悚
【
し
ん
し
ょ
う 

震
え
上
が
っ
て
恐
れ
る
こ
と
】

セ
シ
ム
。
落
下
数
十
丈
、
恰
モ
素
練
【
そ
れ
ん 

白
い
練
絹(

ね
り
ぎ
ぬ)

】
ノ
垂
ル
ヽ
ガ
如
ク
、
飛

沫
奔
散
霧
生
ジ
、
流
レ
テ
岩
ニ
激
シ
、
石
ニ
怒

ツ
テ
ハ
、
淵
ト
ナ
リ
、
瀬
ト
ナ
リ
、
泡
沫
ト
ナ

リ
、
奇
石
怪
岩
ノ
点
在
セ
ル
等
、
異
態
万
状
【
ば

ん
じ
ょ
う 

い
ろ
い
ろ
の
あ
り
さ
ま
】
一
一
【
い
ち

い
ち
】
名
状
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
身
ハ
飄
然
【
ひ
ょ

う
ぜ
ん 

留
ま
ら
な
い
で
漂
う
さ
ま
】
ト
シ
テ
、
塵

外
【
じ
ん
が
い 

世
俗
を
離
れ
た
所
】
ノ
想
ア
リ
。」 

 

（注７）

白
滝 

 

記
紀
・
万
葉
の
時
代
か
ら
神
々
の
在
す
山
で
あ
っ

た
筑
波
山
は
、
徳
一
大
師
が
延
暦
年
間(

782

～
806)

に
、
中
禅
寺
を
開
い
て
後
、
神
仏
習
合
が
進
み
、
山

全
体
が
修
験
霊
場
と
な
って
い
た
。
山
中
に
あ
る
多

く
の
岩
窟
や
滝
で
は
修
験
の
修
行
が
行
わ
れ
、
白

滝
も
そ
の
一
つ
で
、
修
験
道
の
行
者(

ぎ
ょ
う
じ
ゃ 

修
行
者)

が
、
滝
に
打
た
れ
て
修
行
を
す
る
滝
行
の

場
で
あ
った
。 

 

1602

［
慶
長
７
］
年
、
筑
波
山
が
江
戸
城
の
鬼
門(

東

北)

に
当
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
徳
川
家
康
が
、
中
禅

寺
を
徳
川
将
軍
家
の
祈
願
所
と
定
め
る
と
、
筑
波

山
は
、
神
仏
習
合
の
霊
山
、
板
東
三
十
三
観
音
第

二
十
五
番
札
所
と
し
て
栄
え
、
中
禅
寺
は
、
大
御

堂
を
中
心
と
し
て
、
日
輪
院
・
月
輪
院
・
東
光
院
な

ど
18
ヶ
坊
、
300

の
僧
侶
を
数
え
た
と
言
う
。 

 

し
か
し
、
明
治
新
政
府
の
神
仏
分
離
令
に
よ
る

廃
仏
毀
釈
は
、
中
禅
寺
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
、

壮
麗
を
誇
った
大
御
堂
・三
重
塔
な
ど
の
多
く
の
堂

塔
は
破
壊
さ
れ
、
仏
像
・
仏
具
も
そ
の
大
半
が
破

棄
さ
れ
た
。 

 

白
滝
に
は
、
戦
前
ま
で
は
、
か
な
り
の
水
量
が
あ

り
、
近
在
の
人
の
行
楽
地
と
な
って
い
た
が
、
1965

［
昭

和
40
］
年
の
筑
波
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
開
通
と
翌
1966

年

の
土
石
流
と
に
よ
り
、
水
量
は
か
な
り
減
って
い
る
。 

  
 

 
 
 
 (

高
21

回 

松
井
泰
寿)

 

真
鍋
の
道
標 

 
 

最
上
部
は
勢
至
菩
薩
を
標
示
す
る
梵
字
「
さ
く
」。 

 

つ
く
ば
の
「
つ
」
は
「
徒
」
の
崩
し
書
き
。 


